
業務概要 ⑪鉄道

大量高速の輸送機関である鉄道は、事故が発生すると被害が甚大
となることから、より安全な鉄道システムとするための取り組みが求められ
ています。

このため、鉄道輸送の安全性向上のための法律改正、施設・車両の
構造・機能及び運転取り扱いに関する調査研究や技術基準の見直し、
自動列車停止装置（ATS）等の安全設備の整備の推進、事故・トラブ
ルの調査分析や再発防止対策の指導といった業務を行っています。

鉄道の安全確保に関する業務

●福知山線列車脱線事故 ●石勝線列車脱線火災事故

東日本大震災からの復興に関する業務

被災地の鉄道は津波などによって線路や駅舎などに被害
を受けましたが、東日本大震災から６年を迎え、被災した路
線延長の９７％が復旧を果たしました。

運休区間があるＪＲ山田線、ＪＲ常磐線についても復旧に
向けた取り組みが着実に進められています。

これまで国土交通省では、運休中の路線の復旧方針等を
議論するため、国土交通副大臣をヘッドとする協議会等を
開催し、関係者間の議論の促進等を図ってきました。

引き続き、運休中の路線の一日も早い復旧に向け、関係
者間で緊密に連携し、取り組んでいます。

日本での鉄道における技術基準は、具体的な数値や材質等を定めた仕様規定ではな
く、新技術の導入を促進し、また、線区の実情に応じた適切な対応が可能となるように、
必要な機能要件を定めています。そして、鉄道事業者は、省令が定める機能要件に適
合する実施基準を策定し、これを遵守します。
この実施基準は、鉄事業者の線区の実情に応じて具体的な施設や車両の仕様を定め
たものであり、個々の事業者の基本的な基準となります。
この実施基準については、鉄道事業者から国土交通省に届出され、国土交通省が省
令との適合について、チェックします。

鉄道における技術基準に関する業務

＜具体例＞ 省令（第１４条)
曲線半径は、車両の曲線通過性能、運転速度等を考慮し、車両の安全な走
行に支障を及ぼすおそれのないものでなければならない。

また、米国における高速鉄道基準の策定支援等、海外の鉄道に関する技術基準に関
する業務も行います。
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公共交通機関として、今後も鉄道がより魅力的で安全で効率的な輸送機関となるよう様々な技術開発課題に取り組んでいます。

鉄道の技術開発に関する業務

高架構造物の維持管理において、常時モニタリングにより構造物の
健全度をリアルタイムに評価するシステムの技術開発を支援。

＜新たなタイプのホームドアの技術開発＞
車両扉位置の相違やコスト低減等の課題に対応可能な新たなタイプ
のホームドアの技術開発を支援。

＜戦略的維持管理に資する技術開発＞

マルチドア対応ホームドア 昇降バー式 昇降ロープ式

・ドアの開き方により、車両扉
位置の相違に対応可能。

・従来のホームドア部分を昇降するバーやロープとするこ
とで、開口部を広くし、複数の扉位置に対応可能。また、
軽量化により、設置時のコスト低減が可能。

〈新たなタイプのホームドアの事例〉

鉄道は、線路や高架橋等の土木施設、信号保安設備や変電所等の電気施設、機関車や電車等の車両といっ
たハードウェアと、列車の運転取り扱い等のソフトウェアとが一体となった総合システムであり、鉄道局の
技官は、土木、電気、車両及び運転の各分野にわたる多様な、かつ、専門的な業務を担当しています。



業務事例（鉄道システム・技術の海外展開）
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鉄道の国際協力に関する業務

●台湾高速鉄道●海峡連絡線(イギリス）●英国運輸大臣との会談

地球環境問題、資源・エネルギー問題への対応が喫緊の課題となっている中、鉄
道輸送に対する期待は世界的に高まっており、各国から安全性、安定性、省エネル
ギー性等に優れた日本の鉄道システムに対する関心が寄せられています。

我が国鉄道システムを海外展開することは、二国間関係強化、鉄道関連産業の
振興等の観点からも重要な政策課題であるところ、官民連携によるトップセールス、
案件形成・コンソーシアム形成の支援、我が国鉄道技術規格の国際標準化と相手
国スタンダードの確保、高速鉄道整備を計画している国における技術基準作成の推
進、海外鉄道案件に対する発注コンサルティングの育成・確保等に取り組んでいると
ころです。
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